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関電不動産開発株式会社（本社：大阪市北区、社長：藤野研一）は、このたび「関電不動産開発 

ゼロカーボンロードマップ」（以下、ゼロカーボンロードマップ）を策定しました。 

 

当社は、関西電力グループの総合不動産デベロッパーとして、オール電化物件の供給など、「ゼ

ロカーボンの選択肢を社会に生み出すこと」が重要な使命であると考え､2022 年 3 月に「関電不

動産開発のゼロカーボンへの取組み」として方針を定め、2030 年度までに集合住宅・戸建て住宅

における ZEH※1、オフィスビル等における ZEB※2を標準仕様化することを目指した取組み等を、

積極的に推進してまいりました。 

このたび、その取組みを一層加速・拡大していくべく、ゼロカーボンロードマップを策定し、

2023 年度以降、新規に開発する全ての住宅・オフィスビル等について ZEH※1／ ZEB※2を標準仕

様化する等、さらなる取組み推進に向けた具体的な道筋を定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1. ZEHとは、ZEH（ZEH-M） Oriented 基準以上の省エネルギー性能を有する水準を表します。 

※2. .ZEB とは、ZEB Oriented 基準（物流施設においては ZEB Ready 基準）以上の省エネルギー性能を有する水準を表します。 

※3. 社用車の電動化とは、電気自動車（EV）、プラグインハイブリッド車（PHV）、燃料電池車（FCV）等にすることを表し、

寒冷地等における一部車両を除きます。 

  

当社は引き続き、関西電力グループ「ゼロカーボンビジョン 2050」が目指す持続可能な社会の

実現に向けて、再生可能エネルギーの導入を推進し、省エネルギー性能に優れたビルやマンショ

ン、ゼロカーボンタウンを提供するなど、不動産事業を通じて脱炭素社会の実現に貢献してまい

ります。 
 

添付資料：関電不動産開発 ゼロカーボンロードマップ 
 

■ 本ニュースリリース配布先 

大阪建設記者クラブ 

以 上 

「関電不動産開発 ゼロカーボンロードマップ」の策定について 



添付資料

【参考】関電不動産開発のサステナビリティ（ESG）： https://www.kanden-rd.co.jp/sustainability/
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